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オフィス勤務への復帰という出社化の
波が企業に押し寄せています。人事シ
ステムメーカーである Leapme 社が
最近発表したレポートによると、人
事担当者の56%が、出社の義務化を 
CEO から迫られていると回答してい
ます。また、Resame Builder の調査
からは、企業の90%が、2025年に何
らかの形で出社の方針を導入する予定
であることが分かりました。

しかし、多くの組織は、戻ってくる社
員のためのオフィススペースが足りな
いことに気づき始めています。

Amazon も、単純にデスクが足りな
いという同様の理由で、出社命令を延
期しました。Amazon のサンフラン
シスコ地区のオフィスでは、デスクが
約800席分不足していると報じられま
した。

物理的なスペースが限られているな
か、従業員は、以前と同様のオフィス
内のストレスに再び悩まされるのでは
ないかと、懸念しています。その最た
るものが、空いている会議室を見つけ
て予約できないことで、延々と続く会
議室探しが生産性を低下させることで
す。従来のやり方を見直し、会議室の
予約が取りにくいという問題の解決に
つながる新たな方法を見つける必要が
あります。多くの場合、解決策はオ
ープンスペースでの会議にこそあり
ます。

本資料では、オープンな会議スペース
の主なメリットと課題について説明
し、より多くのオープンスペースでの
会議に対応できるようオフィススペ
ースを最適化するための提案を行い
ます。

「米国政府職員はオフィスへの
復帰を命じられたものの、デス
ク、PCモニター、駐車場、さら
にはトイレットペーパーの不足
に直面している」と NPR は報
じた。一部の米国政府職員はス
ペースの制約により、オフィス
ではなく倉庫に出勤するよう命
じられていることにも触れてい 
ます。

https://5468055.fs1.hubspotusercontent-na1.net/hubfs/5468055/Protecting%20People-first%20strategies.pdf
https://www.resumebuilder.com/9-in-10-companies-will-have-returned-to-office-by-2025/
https://www.entrepreneur.com/business-news/amazons-rto-mandate-complicated-by-lack-of-desks-space/487079
https://www.entrepreneur.com/business-news/amazons-rto-mandate-complicated-by-lack-of-desks-space/487079
https://www.npr.org/2025/03/26/nx-s1-5338945/federal-workers-return-to-office-chaos


オフィス内会議の落とし穴
会議スペースに関する従来からの問題とは何で
しょうか？
Steelcase 社のレポートによると、従業員の40%は1日
平均30分を、空いている会議室や共同作業のためのス
ペースを探すことに費やしています。また、Gensler 
Workplace Research 社の調査によると、柔軟で適切に
管理された会議環境を持つ職場では、常に運用上の課題
に直面している職場よりも、従業員の生産性が23%高い
と報告されています。

適切な会議スペースが見つからない場合、会議はキャン
セルされたり慌ただしく行われたりすることが多いた
め、コラボレーションの質が低下します。従業員の時間
のおよそ37%が会議に費やされている現状では、予定さ
れたコミュニケーションやコラボレーションの時間を最
大限に活用することが不可欠です。

オフィススペースの有効活用ができていないことは、企
業の収益にも悪影響を及ぼしています。Gable 社の調査
によると、オフィススペースの40%が日常的に使用され
ておらず、不要な経費が生じています。また、オフィス
スペースの使い方に無駄がある場合、従業員1人当たり
年間11,000ドルの余計なコストがかかってくる可能性が
あることも指摘しています。

では、組織がこの予算を圧迫する事態から抜け
出すためには、どうしたらよいでしょうか？

会議を変える：オープンスペースを最適活用して生産性を最大化   |   3

https://www.steelcase.com/content/uploads/sites/10/2015/01/roomwizard_ii_en.pdf
https://www.gensler.com/press-releases/global-workplace-survey-2025
https://www.gensler.com/press-releases/global-workplace-survey-2025
https://reclaim.ai/blog/smart-meetings-report
https://reclaim.ai/blog/smart-meetings-report
https://www.gable.to/blog/post/office-space-optimization#:~:text=Office%20space%20isn't%20just,adds%20value%20to%20your%20business.
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オープンスペース活用のメリット
企業がオフィススペースを有効活用し、慌ただしい会議室探しによる生産性の低下を
解消するひとつの方法はオープンスペースを積極活用することです。会議にオープン
スペースを活用することで、企業は以下のような戦略的メリットを得られます。

柔軟性と適応性

業務内容に応じた働き方

費用対効果

より良い採光と 
雰囲気

コラボレーションと 
コミュニケーションの強化

企業文化の促進

オープンスペースは、さまざまな規模や目的
の会議に合うよう簡単にレイアウトを変更で
きるため、柔軟性の高いコラボレーション用
のスペースを必要とする企業にとってメリッ
トがあります。

オープンスペースで会議を行うことによって、
上下関係の壁を取り払い、従業員間に平等意識
や一体感が生まれます。それが、信頼関係の醸
成やオープンなコミュニケーションを促し、企
業文化の強化につながります。従業員の声をし
っかりと汲み取るために、定期的にアンケート
を実施し、問題点を把握して会議の予約システ
ムやオープンスペースでの会議の方針を適宜見
直していくことをおすすめします。

オープンスペースは臨時の会議、ディスカッ
ション、ブレインストーミングなどが行いや
すく、チームメンバーが即興的に交流できる
機会を提供します。従業員は個人ごとに区切
られたオフィスとは違い、邪魔になる仕切り
がないため、アイデアを簡単に共有でき、イ
ノベーションの促進と問題解決の迅速化につ
ながります。

窓のないことが多い会議室をオープンスペー
スにすることで、自然光を最大限に活用し、
より快適で心地よい雰囲気を作り出すことが
できます。Business Insider によると、自然光
を浴びることで、従業員の気分と生産性が向
上します。

オープンな会議エリアは、従業員が自分の業
務に適した作業環境を選ぶことができる、業
務内容に応じた働き方を促進することができ
ます。これにより、従業員は自分の業務ニー
ズに最も適した環境を選べるようになり、
従業員の満足度や効率性、生産性が向上し
ます。

オープンスペースは、個室、会議室、パーテ
ィションで区切られたスペースを構築するよ
りも経済的です。オープンスペースは工事費
や資材を節約できるため、リソースを他の分
野に割り当られます。

https://www.businessinsider.com/own-office-isolating-open-floor-plan-office-layout-best-2024-3?utm_source=chatgpt.com
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中断の回避
オープンな会議スペースにはメリットが多いものの、課題がないわけではあ
りません。

オープンなオフィススペースで会議を行うことによって、組織によっては運
用上の課題が生じる場合があります。オープンスペースはコラボレーショ
ン、柔軟性、即応性を促すように設計されていますが、うまく活用しない
と、結果として生産性が低下する場合があります。

ノイズによる中断
周囲の喋り声、電話の音、その他の雑
音は集中力を妨げ、会話をかき消して
しまうため、会議の参加者が集中した
り発言したり、コラボレーションを行
ったりすることが難しくなります。

スペースの不足
オープンスペースは臨時の会議用に設
計されているため、時にはすべてのス
ペースが使用中で、会議を開催できな
いことがあります。

プライバシーの欠如
機密や社外秘の事項に関する会議や会
話が立ち聞きされてしまうリスクがあ
ります。

ツールの欠如
オープンスペースでは、ホワイトボー
ド、プロジェクター、ビデオ会議ツー
ルなどの必要な会議ツールを利用で
きないことが多く、コラボレーショ
ンや生産性に影響が生じる場合があ
ります。

中断
意図的かどうかにかかわらず、オープ
ン環境での会議中、通りかかる人によ
って邪魔が入る可能性があります。

オープンスペースで会議を行う際の主な課題

オープンスペースでの会議には課
題がいくつかある一方、得られる
メリットは代えがたいものです
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会議用のゾーンを区切る
オフィスのどのオープンエリアが会議に最適で、
どのエリアが個人の作業ゾーンに最適かを見極め
ます。こうすることで、会議参加者と、静かに作
業をしようとする近くの同僚の双方にとっての迷
惑を軽減できます。

まずは、オープンエリアに半個室的なスペースを
作ることから始めます。移動可能なパーティシ
ョンがあればそれを使い、ソファ、椅子、テーブ
ル、スツールなどの備品を配置して、大まかに区
切られたコラボレーションゾーンを形成します。
会議が可能な場所を示すために、掲示物や床の表
示といった視覚的な標識を用いることも有効 
です。

可動式家具、折りたたみ式テーブル、調節可能な
座席などを使用することで、会議の規模や人数に
応じて再配置可能なスペースを確保することもで
きます。また視界や通行を遮ることなく視覚的に
エリアを分けるためにオープンラックを間仕切り
として使うことも検討してください。

防音ソリューションの利用
防音パネルや吸音材などの使いやすいソリューシ
ョンで、周囲の騒音を低減し、会議中の集中力と
コミュニケーションを向上させましょう。カーペ
ットやマットでも音を吸収することができます。
さらに、デスクトップ用の遮音パネルやホワイト
ノイズマシンなどのノイズキャンセリングテクノ
ロジーの利用も騒音を低減するのに役立ちます。

オープンスペース
の最適化

オープンスペースを最適な会議スペースに変えることで、
活用されていなかったスペースを、コラボレーションと生
産性を促進する活気ある拠点に生まれ変わらせることがで

きます。でも、どこから手を付ければよいでしょうか？
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行動基準を設定する
ガイドラインや会議マナーの推奨事項を導入す
ることで、オープンスペースでの会議を周囲に
迷惑をかけることなくスムーズに進行させるこ
とができます。ガイドラインには、音量調整、
中断の回避、および会議中の通知のオフなどを
規定することができます。近くで会議が行われ
ている場合でも、他の従業員が集中できる静か
なゾーンを設定することもできます。

オープンエリアでの会議を実施できる時間枠を
スケジュールで設定することで、他への迷惑を
さらに減らすことができます。従業員が主要な
会議スペースを予約できるようにして、臨時の
小規模会議をあらかじめ決められた時間枠に集
約するよう推奨してください。

テクノロジーの活用
オープンスペースの課題のひとつはテクノロジ
ーの不足ですが、コラボレーションや生産性を
促進する会議に対応できるよう、オープンスペ
ースをより柔軟性の高い、即応可能なものにす
る新しく便利なテクノロジーソリューションも
登場しています。

デジタル ホワイトボード、プロジェクター、最
新のプレゼンテーションキットなどのソリュー
ションが不可欠であり、会議が想定されるエリ
アでは、信頼性の高い Wi-Fi とすぐに利用でき
る電源の確保も重要です。



Rally Board 65の導入
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オープンスペースを優れた会議エリアに変え、組織
がスペース関連の課題を克服できるソリューション
の1つが、ロジクール Rally Board 65です。このポ
ータブルな一体型のコラボレーションデバイスによ
って、あらゆるオープンスペースを本格的なビデオ
会議室に変えることができます。65インチのタッ
チスクリーン ディスプレイを搭載した Rally Board 
65を導入すれば、あらゆる場所でのコラボレーシ
ョンが可能になり、創造性を発揮できます。

AI を活用した音声と映像機能により、あらゆる会
議環境で最適なフレーミングと極めてクリアな音
声をお届けします。混雑したオープンスペースで
も、AI によって背景の動きをぼかし、周囲の環境
雑音を抑え、音声のバランスを整えることで気が散
る要因や妨げを排除します。そのため、リモート
からの参加者は集中しやすく、一体感を得られま
す。Rally Board 65は、壁への取り付け、テーブル
上への設置、移動式スタンドとの組み合わせが可能
で、オープンスペースと会議室間を簡単に移動さ
せ、あらゆる場面のニーズに応えます。

Rally Board 65は、セットアップが簡単で使いやす
いため、組織は、オープンスペースにおけるツール
やテクノロジーの不足というよくある課題に対処で
きます。スペースに搬入して接続し、最小限の設定
を行うだけで準備が整います。

https://www.logitech.com/products/video-conferencing/room-solutions/rally-board-65.960-001697.html
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右記のリンクからお問
い合わせください。

購入前のお問い合わせ：
株式会社ロジクール
https://www.logicool.co.jp/ja-
jp/business/contact-b2b.html

購入後のお問い合わせ：
株式会社ロジクールカスタマ
ーリレーションセンター
https://prosupport.logi.com/www.logicool.co.jp/business

Rally Board 65のような一体型ソリュー
ションを使用すれば、組織は使われてい
ないオープンスペースを活用して最適化
し、これがなければ従来は実現が難しか
った、協力し合えて誰もが参加している
と実感できる会議を実現できるようにな
ります。オープンスペースを実用的で利 
用価値の高い会議スペースに生まれ変わ 
らせることで、最終的には費用を節約し、
生産性を向上させることができます。

オープンスペース向けに調整され
たパワフルなスピーカーシステム
で、クリアでバランスの取れた音
声を参加者全員にお届けします。

オーディオ、ビデオ、ディスプレ
イを一台にまとめた一体型のシス
テムであるため、追加の機器は不
要です。

設置や操作時に IT サポートをほと
んど必要とせず、素早く簡単にセ
ットアップできます。プラグ&プレ
イに対応しています。

65インチの応答性に優れたタッチ
スクリーンで、ブレインストーミン
グ、チームでの取り組み、双方向の
討議をスムーズに促進します。

Rally Board 65はオープンスペー
ス内のあらゆる場所に自由に移動
させて、立ったままでの会議や急
なコラボレーション、あるいは定
例会議に活用できます。

Rally Board 65を回転させる
と、カメラの位置が画面の上部
にも下部にもなり、柔軟性が向
上します。これにより、参加者
の目線の高さに合わせることが
でき、誰もが会議に参加してい
ると実感できる会議が実現し 
ます。

Rally Board 65は、オフィスのオープンスペースに多くのメリットをもたらします。

AI駆動のアルゴリズムと連携する
高度なマイクアレイにより、不要
なノイズが除去され、音声をクリ
アに捉えます。

https://www.logicool.co.jp/ja-jp/business/contact-b2b.html 
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/business/contact-b2b.html 
https://www.logicool.co.jp/ja-jp/business.html

